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小学部体育担当 阿部 由紀 

 今年の小学部は，個人種目「風のように駆け抜けろ！１８人の元気ッズ！」と団体種目「ドジな八百屋さんを助

けよう」でした。個人種目では，学年が上がるごとに走る距離が長くなる徒競走をしました。体育の時間に練習を

積み重ね，１８人全員が風のように駆け抜けることができました。団体種目では，慌てて野菜(紅白玉)をばら撒い

てしまったドジな八百屋さんからのお願いに応え，力を合わせて野菜を籠に集めました。「もう落とさないでね」

や「気を付けて」などのツッコミを入れつつ，無事に八百屋さんを助けること

ができました。 

小中合同リレーでは，赤青黄の３チームに分かれて，小学部と中学部の子供

たちが交互にバトンをつないでいきます。一人一人が最後まであきらめずに

走り抜き，小学部のアンカーから中学部のアンカーへとバトンが渡った瞬間

はとても感動的でした。 

 保護者の皆様からの温かいご声援を受けながら，それぞれの競技に，笑顔

いっぱい，元気いっぱいで最後まで取り組むことができました。本当にありが

とうございました。 

中学部体育担当 村山 洋平

 今年度の中学部種目は，徒競走「かけぬけろ！めざすゴールは 42.195ｍ！」と団体種目「みんなで集めろ！～お宝

ゲット大作戦～」でした。「もっと速く走ろう」「友達と協力してお宝をゲットしよう」

という思いを高めながら，体育の授業の中で繰り返しそれぞれの種目に取り組み，当日

はたくさんの声援の中，一人一人が精一杯取り組んでいました。徒競走では 42.195ｍ先

のゴールテープに向かって，一人一人が最後まであきらめずに走り切ることができまし

た。団体種目では，フラフープやハードルを跳び越え，チームのみんなで協力して大玉

を転がしたり，怪盗ムラヤマンから奪われたお宝を見つけ出したりすることで，見事中

学部全員でお宝をゲットすることができました！ 

 また，集団ダンス「ココロオドルほうで」では，各学年のダンスリーダーが元気いっ

ぱい楽しく踊ることで，みんなを盛り上げました。開・閉会式では，生徒会が司会進行

を，中学部３年生の代表が選手宣誓を行いました。競技だけでなく，運営面でも中学部

の一人一人が大活躍の運動会となりました。たくさんの温かいご声援ありがとうござい

ました。 

 

高等部体育担当 斎藤 瞭汰 

当日は天候にも恵まれ，生徒たちは練習の成果を十分に発揮しながらはつらつと活動することができました。生徒会

や応援団，ダンスリーダーが中心になり，一人一人が役割を全うしながら自分たちの手で体育祭を作り上げました。生

徒会長の開会宣言，応援団による元気な選手宣誓に始まり，選択種目の 50m，800ｍでは，得意な方を選択して，自分

の記録に挑戦し，体育祭当日にもたくさんの生徒がベストタイムを更新すること

ができました。新種目大玉送りでは，練習時に自分たちで順番や役割分担などを

考え，相談し，高等部らしい白熱した競技を見せてくれました。最終種目の学部

リレーでは，チーム関係なくお互いを応援し，一人一人が一生懸命にバトンをつ

なぐ姿が印象的でした。生徒全員が楽しみながら活動することができ，体育祭の

成功を全員で喜び合うことができました。保護者，地域の皆様からは，大きな拍

手や温かいご声援をいただき，ありがとうございました。 


